
各
議
院
事
務
局
の
事
務
総
長

各
議
院
事
務
局
の
職
員

各
議
院
法
制
局
の
法
制
局
長

各
議
院
法
制
局
の
職
員

国
立
国
会
図
書
館
長

国
立
国
会
図
書
館
の
職
員

裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
事
務
局
の

事
務
局
長

裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
事
務
局
の
職
員

裁
判
官
訴
追
委
員
会
事
務
局
の

事
務
局
長

裁
判
官
訴
追
委
員
会
事
務
局
の
職
員

内
閣
総
理
大
臣

内
閣
官
房
及
び
内
閣
府
本
府
の
職
員

内
閣
法
制
局
長
官

内
閣
法
制
局
の
職
員

各
省
大
臣

各
省
の
職
員
（
中
央
労
働
委
員
会
以
外
の
各
外
局
の
職
員
を
除
く
。）

会
計
検
査
院
長

会
計
検
査
院
の
職
員

人
事
院
総
裁

人
事
院
の
職
員

宮
内
庁
長
官

宮
内
庁
の
職
員

国
家
公
安
委
員
会
及
び
中
央
労

働
委
員
会
以
外
の
各
外
局
の
長

国
家
公
安
委
員
会
及
び
中
央
労
働
委
員
会
以
外
の
各
外
局
の
職
員

警
察
庁
長
官

警
察
庁
の
職
員

最
高
裁
判
所
事
務
総
長

裁
判
所
の
職
員

地
方
公
共
団
体
の
教
育
委
員
会

地
方
公
共
団
体
の
教
育
委
員
会
が
任
命
す
る
職
員

警
視
総
監
又
は
道
府
県
警
察
本

部
長

都
道
府
県
警
察
の
職
員

（
復
興
庁
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

復
興
庁
組
織
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
七
条
第
一
項
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の

推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成

二
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）

第
一
条
第
一
項
の
表

内
閣
総
理
大
臣
の
項

及
び
内
閣
府
本
府

、
内
閣
府
本
府
及
び

復
興
庁

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

山
本

早
苗

法
務
大
臣

上
川

陽
子

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

財
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

山
本

早
苗

文
部
科
学
大
臣

下
村

博
文

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

経
済
産
業
大
臣

宮
沢

洋
一

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

環
境
大
臣

望
月

義
夫

防
衛
大
臣

中
谷

元

府

令

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
特
定
事
業
主
等
）

第
一
条

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
十
五
条
第
一
項
の
国

及
び
地
方
公
共
団
体
の
機
関
、
そ
れ
ら
の
長
又
は
そ
れ
ら
の
職
員
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲

げ
る
も
の
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
職
員
に
つ
い
て
の
特
定
事
業
主
行
動
計
画
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
法
第
十
五
条
第
一
項
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
、
そ
の
長
又
は
そ
の
職
員
で
政

令
で
定
め
る
も
の
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
規
則
で
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
地
方
公
共
団
体
の
規
則

で
定
め
る
職
員
に
つ
い
て
の
特
定
事
業
主
行
動
計
画
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
二
十
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
法
人
）

第
二
条

法
第
二
十
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
法
人
は
、
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
法
人
と

す
る
。

一

独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人

二

国
立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
及
び
同
条

第
三
項
に
規
定
す
る
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人

三

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

四

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

五

日
本
年
金
機
構
及
び
日
本
中
央
競
馬
会

〇
内
閣
府
令
第
五
十
一
号

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
十
八
条
第
三
項

及
び
第
二
十
三
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
九
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
規
定
及
び
附
則
第
四
条
の
規
定
は
、
平
成

二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
公
益
通
報
者
保
護
法
別
表
第
八
号
の
法
律
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

公
益
通
報
者
保
護
法
別
表
第
八
号
の
法
律
を
定
め
る
政
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
百
四
十
四

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
四
号
）

（
内
閣
府
本
府
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
九
条
を
附
則
第
十
二
条
と
す
る
。

附
則
第
八
条
第
二
項
中
「
附
則
第
四
条
」
を
「
附
則
第
六
条
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
十
一
条
と
し
、
附
則
第

七
条
を
附
則
第
九
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
男
女
共
同
参
画
局
推
進
課
の
所
掌
事
務
の
特
例
）

第
十
条

男
女
共
同
参
画
局
推
進
課
は
、
第
二
十
七
条
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
ほ
か
、
平
成
三
十
八
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
、
附
則
第
五
条
に
規
定
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

附
則
第
六
条
を
附
則
第
八
条
と
し
、
附
則
第
五
条
を
附
則
第
七
条
と
し
、
附
則
第
四
条
を
附
則
第
六
条
と
し
、
附

則
第
三
条
の
二
を
附
則
第
四
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
男
女
共
同
参
画
局
の
所
掌
事
務
の
特
例
）

第
五
条

男
女
共
同
参
画
局
は
、
第
五
条
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
ほ
か
、平
成
三
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
（
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。）の
策
定
及
び
推
進

に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。


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